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 2017年 9月 25日に小西氏から本論文の提出を受け、大学院公共政策研究科教授会により
同年 10 月 10 日に設置された学位論文審査小委員会は、その後の書面等によるさまざまな
形式の予備的な審査の後、2018年 1月 18日、一般公開のもと全体でほぼ 2時間にわたって
小西氏より学位論文審査小委員会委員に対する口頭説明を受け、それを踏まえて試問を行
った。その結果、審査小委員会として小西氏に博士の学位を授与することが適当であると
の結論に達した。 
 
2． 評価 
 
本論文の高く評価すべき点は以下の３点にまとめることができる。 
第一に、気候変動政策推進のアドボケーターである NGO と発信力を有するメディアの間
の相互作用が政策過程に新たな相乗効果を生み出しつつあることを実証的に解明した本論
文は、政策推進主体が政府中心から産業界や一般市民など非政府アクター中心へと大きく
転換したパリ協定以後の今日にこそふさわしい重要な示唆を投げかけている。その時宜を
得た貢献を高く評価したい。 
第二に、提出者は、国連気候変動枠組条約（UNFCCC）を軸とする気候変動政策をめぐる
複雑な交渉過程で国際 NGO の立場から最前線で活発な実践活動を展開してきた豊富な実績
を持ち、本論文はそのような実務経験から湧き上がった切実な問題意識に動機づけられな
がらも、主観を排し社会科学的な理論枠組みや客観的・実証的な調査研究手法によって極
力学術的価値を担保しながらまとめられている。その意味で、本論文は、優れたアクショ
ン・リサーチの成果として高く評価できる。現に気候変動問題をはじめとする地球環境問
題や政策に関して情報発信やメディアとの関係性に苦慮している NGO や研究機関が少なく
ない現状において、本論文は多方面に貴重な示唆を与えるものになっている。 
第三に、本論文の構成と論述の展開が論理的で明解であることも評価できる。事例の分
析と評価、限界も含めての将来展望にかかわる議論も適切に行われている。研究課題の性
格上必然的に質的調査研究が主体にはなっているが、論点によっては可能な限り検証に耐
え得る定量的分析の努力がなされている点も評価できる。 
  
3． 結論 
以上述べたように、小西雅子氏の学位請求論文は、厚みのある実証的な事例研究に裏打
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ちされた緻密で説得的な論旨の展開、明解な理論枠組みにもとづく周到な分析、研究成果
からの政策的示唆の提示など、いずれの点から見ても先行研究に類例のない独創性と学術
的な貢献が顕著に認められるものであり、博士号の授与に十分に値するものと考えられる。 
 したがって、本論文審査小委員会は、委員全員の一致した意見として、小西雅子氏に博
士（公共政策学）の学位が授与されるべきであるとの結論に達した。  
